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────────────────────────────────────────── 



３ 

開  会   午前１０時００分 

○委員長（垣内秋弘） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、閉会中における総務建設常任委員会を招集いたしましたところ、町当局の関

係者をはじめ、委員の皆様にはご出席をいただきまして、まことにありがとうございま

す。 

  本日は今年度初めての委員会でございますので、後ほど人事異動職員の紹介もいただ

き、各課の平成３０年度第１四半期の執行状況の報告並びに所管事項報告をお願いした

いと思います。 

  本日の委員会において不適切な発言等がありました場合は、委員長において精査を行

うことといたします。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございます。 

  ここで、理事者からご挨拶をお願いいたします。副町長。 

○副町長（田中雅和） 皆さん、おはようございます。 

  田原川沿いをはじめ、見事に咲き誇っておりました桜も散り、新緑の季節、新茶の季

節が始まっております。委員の皆様におかれましては、ご健勝にてご活躍のことと存じ

ます。入学式をはじめ、平素から町行政の推進に何かとご理解、ご尽力をいただいてお

りますことに厚くお礼を申し上げます。 

  本日は、公私ともお忙しいところ総務建設常任委員会にご参集いただき、ありがとう

ございます。本日の委員会は、今年度初めての委員会でございます。今年度もどうぞよ

ろしくお願いを申し上げます。垣内委員長、松本副委員長のもと常任委員会を開催して

いただき、第１四半期の事業執行状況及び各課の所管事項報告をさせていただきますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

  ここで、４月１日付で人事異動がございましたので、出席職員のうち異動者について

紹介をさせていただきます。 

  まず、奥谷総務部長でございます。 

○総務部長（奥谷 明） 奥谷でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○副町長（田中雅和） 矢野企画財政課長でございます。 

○企画財政課長（矢野里志） 矢野でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副町長（田中雅和） 岡﨑企画財政課課長補佐でございます。 

○企画財政課課長補佐（岡﨑一男） 岡﨑でございます。どうぞよろしくお願いします。 
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○副町長（田中雅和） 以上でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございました。 

  ただいまの出席委員数は６名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の総務建設常任委員会を開きます。 

  会議は、お手元に配付しております会議日程により進めさせていただきます。 

  また、関係資料も配付しておりますので、あわせてご参照願いたいと思います。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  日程第１、各課所管に係ります平成３０年度第１四半期の事業執行状況についてを議

題といたします。 

  まず、総務課所管について説明を求めます。清水総務課長。 

○総務課長（清水 清） 皆さん、改めましておはようございます。 

  それでは、平成３０年度第１四半期事業執行状況、総務課所管分につきまして順にご

説明をさせていただきたいと存じます。 

  １ページ目でございます。 

  まず、１、国際交流事業でございます。５月には田原小学校、宇治田原小学校の両校

で、京都府名誉友好大使と学校茶園で茶摘み体験、また学習を通じまして交流を深めて

いきたいというふうに考えておるところでございます。６月には、領事館等に新茶を添

えた本町のＰＲ資料を送付することによりまして情報発信を行い、緑茶発祥の地宇治田

原を知っていただき、交流の足がかりとしていきたいというふうに考えておるところで

ございます。また、次期以降の予定にも書いてございますけれども、７月をめどに推進

会議を開催し、交流の相手先や今後の方向性等を話し合ってまいりたいというふうに考

えておるところでございます。 

  続きまして、２番、情報伝達システム整備事業でございます。維孝館中学校、総合文

化センター、田原、宇治田原両小学校へＩＰ告知システムと連動した長距離スピーカー

を整備するため、入札等の準備を進めまして、６月上旬をめどに入札を行いたいという

ふうに考えております。 

  続きまして、３番、地域防災対策事業でございます。京都府で進められております田

原川につきましては、水防法に基づく水位周知河川でございますけれども、これと京都

府管理河川、町内９河川ございます。こちらの浸水想定区域図が公表され次第、洪水ハ

ザードマップデータの作成業務を進め、町防災マップを改定した上で全戸配布したいと

いうふうに考えておるところでございます。 
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  続きまして、４、自主防災組織支援事業でございます。自主防災組織安心安全活動補

助金の随時受け付けを行います。また今後も、各自主防災会で実施されます防災訓練に

つきまして、宇治田原分署と十分連携する中で、訓練内容等も含め支援を行ってまいり

たいというふうに考えておるところでございます。 

  総務課所管分につきましては以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） １番の国際交流ですけれども、国際交流推進会議、この会議の委員

さんはどのような方がなっておられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 推進会議の委員さんなんですけれども、まだ決定はしてござい

ません。具体的には、国際交流分野に深い知識をお持ちの例えば先生でありますとか国

際交流にこれまで携わってこられた町内の方、町外の方、あるいは庁内関係部署の職員

を加えまして、１０名以内で会議を設置していきたいというふうに考えておるところで

ございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。 

  次に、３番の地域防災対策、これの防災マップの改定着手、これはいつ着手で、いつ

ごろ完成のめどですか。 

○委員長（垣内秋弘） 清水課長。 

○総務課長（清水 清） 先ほどもちょっと説明をさせていただいたのですけれども、当

初、田原川だけを見直しされるということで京都府さんからお聞きしておりましたけれ

ども、犬打川等９河川、こちらをさらに見直しされるということで、現在も作業を進め

ておられるところでございます。 

  京都府の浸水想定区域図の作成業務ができ次第、洪水ハザードマップのデータ作成、

こちらを進めまして、防災マップを作成できましたら全戸配布したいというふうに考え

ておるところでございますが、何分京都府さんの発表をもってデータの作成ということ

になりますので、現時点では、いつできるのかというのはまだわからない状況でござい

ます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。 



６ 

  河川だけでなくて、ため池のほうもまた防災マップを先々つくってほしいんですけれ

ども、それは府にもお願いしてください。以上で終わります。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 先ほどの１点目の国際交流の関係なんですけれども、昨年の教

訓がおありなので、間違いないと思いますけれども、こういう交流推進会議という仰々

しい名前がついていまして、またメンバーも、今は少しお聞きした範囲でしかないんで

すけれども、余りにもこういう構え過ぎて議論をされるとちょっとでき上がりが心配や

なという気がしますので、ぜひ、去年の轍を踏まないようにきちっとできる対応をして

ほしいなと。必ずそういうことで詰めていくようにお願いをしたいなというふうに思い

ます。その点、よろしくお願いします。 

  それと、同じことなんですけれども、地域の防災の対策事業も、これも私どものかか

わりのある荒木の関係でこういうマップがそのままになっていまして、やはり現実、こ

ういう防災の危険度、そういう部分は日常あるわけですから、こんな形で、府のやるこ

とですから、ちょっとその進捗状況で現時点で不明ですというのは非常に、これも昨年

と同じことなんですよ。できるだけきちっと早急にこういうのは詰めて提示いただきた

いなというふうに思いますので、その点改めてお願いしておきたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 答弁よろしいか。 

○副委員長（松本健治） はい。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、総務課所管の質疑を終了いたします。 

  次に、企画財政課所管について説明を求めます。矢野企画財政課長。 

○企画財政課長（矢野里志） それでは、引き続きまして企画財政課に係ります第１四半

期の事業執行状況についてご説明申し上げます。 

  総務課の次のページ、２ページ目をごらんください。 

  まず、１番目、公用車ドライブレコーダー整備事業でございます。職員の安全運転意

識の向上と町内における犯罪の抑止力につなげるため、昨年度の実績を踏まえまして、

平成３０年度、３１年度の２カ年で公用車にドライブレコーダーを設置するものでござ

いまして、本年度につきましては、車検等を迎えます公用車１４台について設置を行う

こととしております。 

  続きまして、２番目、「ハートのまち」ＰＲ事業でございます。総合計画、また総合
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戦略に基づくシティプロモーション、まちのＰＲの一環といたしまして、各種事業を実

施しているものでございます。今年度につきましては、新たに「ハートのまち」商品開

発補助金を創設しております。 

  内容につきましては、別添の１枚物のチラシ、「『ハートのまち』ＰＲに、あなたも

一役！」という別添のチラシをごらんいただきたいと思います。 

  趣旨としましては、民間によります「ハートのまち」ＰＲによる宇治田原町のプロモ

ーションの流れを加速化するため、町内の住民、事業者の皆様が新しくハート型のデザ

イン化等による製品とか商品化、備品作製、サービス提供等を行う際に要する経費を支

援するものでございます。補助の内容といたしましては、事業費が５万円以上のものに

つきまして対象経費４分の３を補助し、補助の上限額を１５万円とするものでございま

す。例えば、２０万円の事業費であれば上限の１５万円の補助を受けることとなります。

事業例といたしましては、ハート形のコースターですとかハートをかたどった急須・茶

器のセット等さまざまなものが想定されますが、単にハートのプリントがされた印刷物

や衣装等は対象外とさせていただきたいというふうに思います。なお、本制度につきま

しては、平成３１年度までの２年間の時限制度と予定をしております。 

  この制度の周知につきましては、５月１１日の商工会の通常総会等で周知を予定して

いるところでございます。この周知とあわせまして、ツイッターやインスタグラム等の

来訪者によるＳＮＳ発信を促進するため、ハッシュタグ宇治田原のフレームを作成して

いく予定でございます。また、昨年度に引き続きまして、役場職員によりますいいとこ

ろプロモーション・プロジェクトチームにおきまして、ＰＲ手法や茶ッピーグッズの検

討も行ってまいりたいと考えております。 

  続きまして、３番目、移住定住プロモーション事業でございます。本町の移住・定住

施策に関する情報発信とブランディング強化を図るため、移住・定住ウエブ作成や都市

圏へのプロモーションを行うものでございますが、まずは委託事業者を公募プロポーザ

ルにて募集、決定し、事業を進めていくものでございます。 

  次期以降の予定といたしましては、プロモーションのコンセプトの作成ですとか移住

定住ポータルサイトの構築を行っていきたいというふうに考えております。 

  続きまして、４番目、ふるさと納税推進事業でございます。現在は平成２９年９月に

リニューアルした特産品、３１事業者１３１品目にてふるさと納税を受け付けしており

まして、平成２９年度には１，１５１件、金額にいたしまして２，１５８万円の寄附を

いただいたところであります。カタログの特産品につきましては、今年度も平成３０年
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度版ということで見直しを予定しておりまして、６月４日には公募事業者の説明会、事

業者の意見交換会を実施して、６月中を事業者の公募機関といたしまして、秋ごろには

平成３０年度版としてリニューアルし、駆け込み納税が多い年末にたくさんのご寄附が

いただけるように努めていきたいというふうに考えております。 

  続きまして、５番目でございます。空家・耕作放棄地活用移住促進事業でございます。

これは昨年度から引き続き実施しているものでございまして、本年度からは、移住者の

住居とするための特区内の自宅の一部であります離れ等の改修支援を行う事業、また、

特区内の既存施設を改修、増築して店舗や事業所を開設し起業をする場合への支援の

２つを京都府制度にあわせて拡充したところであり、既存の支援制度とともに受け付け

を継続していきたいというふうに思います。 

  また、６月２３日には京の田舎ぐらし・ふるさとセンターが主催します大阪での相談

会に参加しまして、本町の移住・定住施策のＰＲを行う予定としているところでござい

ます。 

  続きまして、６番目、空家等総合対策事業でございます。本事業につきましては、昨

年度に策定いたしました空家等対策計画に基づきまして、まずはお試し住宅設置に向け

た候補空き家等の調査検討を行うとともに、法定協議会となります（仮称）空家等対策

協議会の設置に向けた諸準備を行っていきたいというふうに考えているところでござい

ます。なお平成２９年度には、空き家バンクに登録いただいた物件のうち湯屋谷地区で

１軒、郷之口地区で１軒の合計２軒が利用者登録とのマッチングがあり、空き家バンク

の実績が出たところでございます。 

  簡単ではございますが、企画財政課の事業執行状況についてご報告をさせていただき

ます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。山本委員。 

○委員（山本 精） 今ありました６番目の空家等総合対策事業なんですが、お試し住宅

の準備を今されていると思うんですけれども、大体いつごろをめどにお試し住宅をつく

られる予定なんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 矢野課長。 

○企画財政課長（矢野里志） 時期は今のところまだ決定をしておりませんが、まず空き

家の候補地を検討いたしまして、その後、当然地域とのコミュニケーションというのも

大事になりますので、そのあたり、地元区なりと十分相談をさせていただいた上で、早
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いうちに取りかかれるようにしていきたいというふうに考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 山本委員。 

○委員（山本 精） できる限り早くできるように、関係各所としっかりと準備を進めて

いただきたいなというふうに思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） まず、空き家の関係、今も出ておりましたけれども、状況は湯

屋谷１軒、郷之口１軒という方ですが、細かい年齢はいいんですけれども、比較的若い

層が入っておられるということでよろしいですか。 

○委員長（垣内秋弘） 矢野課長。 

○企画財政課長（矢野里志） ご指摘のとおり、湯屋谷についても若い方、郷之口につき

ましても子育て世代真っ最中の若い層がお二方入居されております。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 全ては知らないんですけれども、ちょっと私もお聞きしたとこ

ろによると、宇治田原の対応が非常によかったと。恐らく他の町村へもこういう情報収

集をされているんだと思いますけれども、宇治田原の制度も、また対応もよかったとい

うふうに私はちょっとお聞きしまして、非常にそれは喜ばしいことだというふうに思い

ました。 

  特に、制度的なこと、それから庁舎の対応もさることながら、近隣の方々の受け入れ

に非常に温かく迎えられたというふうにお聞きをしました。ですから、こういうことも

行政だけの問題じゃなくて、地域の皆さん方の協力といいますか、そういう対応も非常

に重要なことだなというふうに思いましたんで、今後こういう形で進められるときは、

一つの参考事例になるなというふうにお聞きしています。そのことはあえて申し上げて

おきたいと思います。 

  何かそれでございましたでしょうか。そういうふうにお聞きしましたけど。 

○委員長（垣内秋弘） 岡﨑補佐。 

○企画財政課課長補佐（岡﨑一男） 今ご指摘ございましたように、まさしく議会からも

ご指摘を受けながら、移住希望者の方には伴走支援という形で、さまざまな各種制度で

ありましたり町内の空き家の内見等も利用者登録をされた方に対して親身にさせていた

だいているところです。 

  昨年つくらせていただきました“ちかいっ”というパンフレットであらわしています

ように、本町の地域住民の方の温かい住民性というところを先ほどおっしゃっていただ
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いた移住者の方も大変気に入られたところでありますので、ことしの移住定住プロモー

ション事業とかでそういったところもプロモーションする中で、より移住者への対応を

しっかり進めていきたいと思っております。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） わかりました。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  それからもう１点、ふるさと納税の関係で、私も予算の特別委員会でちょっと申し上

げたんですが、今年度、そのときにお聞きしたのでは目標は２，０００万とかいう現状

ぐらいでの目標を設定されているというふうに聞きましたけれども、ぜひ、今年度は今

の状況を見て、こういう田原の地場産業なり店舗なりの勢いをつける意味でも、もう少

し状況を見ながらになると思いますが、今４，０００万なり、１億というのはちょっと

私も言い過ぎたかもしれません。それぐらいのレベルを狙ってそういう働きかけをぜひ

してほしいな、そういう展開をしてほしいなというふうに思います。その点については

いかがでしょうか。 

○委員長（垣内秋弘） 矢野課長。 

○企画財政課長（矢野里志） ご指摘いただきましたように、当初予算では今年度

２，０００万の入を見ております。これにつきましては、当初予算を作成していたとき

にここまで伸びるという想定ができなかったというところであります。 

  ３０年度につきましては、予算の２，０００万に満足することなく、リニューアルで

もっといいものをふやしまして補正ができればいいかなというふうに考えておりますの

で、精いっぱいふるさと納税で町のＰＲ、また寄附をたくさんいただけるように取り組

んでいきたいと思います。よろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） この経験で、皆さん方の反応、それから実質、実績が上がって

いる状況から見て、非常によいデータが出ているんじゃないかというふうに思いますの

で、ぜひよろしくその点、お願いしたいと思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方、ございませんか。谷口委員。 

○委員（谷口重和） ６番の空家等総合対策の中で、特定空き家、つまり一番傷んで壊れ

やすい空き家、これは何軒かあるということ、それで、ちょうど税住民課もおられて、

聞いてほしいんですけれども、更地にした場合、解体、撤去して固定資産税が上がる。

これをどこかの形で控除するとかしていかないと、誰もが税金が上がるということは困

るもので更地にしない。それでそのまま放置している家屋、倉庫、建物、それがある程
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度あると思います。それは把握しておられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 岡﨑補佐。 

○企画財政課課長補佐（岡﨑一男） 平成２７年度に、これまでもご報告させていただい

ていますとおり実態調査をさせていただきまして、２８年度には所有者意向調査、

２９年度には空家対策計画の策定と進んだんですが、２７年度の実態調査の段階で、特

定空き家の候補となる候補数が１１戸ございました。昨年度の計画の中で、特定空き家

への判定基準、それから職員の立入調査の基準というものをつくりましたので、今年度、

法定協を立ち上げる中で特定空き家の特定、それから指定に向けた手続も進めていきた

いと考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） 仮に更地にした場合、固定資産税を軽減するような措置をとること

は可能であるか不可能であるか、町独自の対策は考えておられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） 原課としては、法令とか条例とか照らし合わせてなので、

今のところ考えておりません。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） できたら町単独ででも実行できるように、これはよろしくお願いを

しておきます。お願いだけで、次に２番、４番、これは関連していると思うんですけれ

ども、主に４番のふるさと納税。 

  これ、この前テレビで見ていたんですけれども、人口４，０００人ぐらいの町でふる

さと産品がないと、困ったもんやと。最初百数十万、困ったもんやと。そこでその町は

知恵を絞って、インスタントラーメンからもろもろ全てを上げて、商品を１，０００点

ぐらいにしたわけです。するとその次の年にふえて、もう一つその次、３年目ぐらいは

億単位まで上がったと。調べてください。 

  そういうふうな例もあるんで、一度商品をふやして、それを一遍参考にして実験して

もらったらどうかなと思うんですけれども、そういうふうな考えはお持ちであるかない

か。 

○委員長（垣内秋弘） 矢野課長。 

○企画財政課長（矢野里志） 今、委員ご指摘いただきました部分でございますけれども、

国では３０年４月１日に、ふるさと納税のお返しの返礼品につきましては地元の特産品

なり地元で製造されたものを特産品として使いなさいというような指導等が出ておりま
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すので、今ご指摘いただいた部分につきましてはちょっと難しいのではないかなという

ふうに考えているところでございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） それは今、私もちょっと聞いていますけれども、指導であって、決

定した命令形ではないと思うんです。それはどうですか。 

○委員長（垣内秋弘） 矢野課長。 

○企画財政課長（矢野里志） ご指摘のとおり、総務省からの指導文書でありますので、

勧告とかそういったものではありませんけれども、できるだけ、調査等いろいろフォロ

ーがありますので、それを遵守していくというふうに考えておるところでございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） もうこれ以上申しませんけれども、できることなら金額は多いほう

がいいんで努力してください。もっともっと点数をふやす方策はあると思うんですけれ

ども、ふるさと納税で宇治田原町内の商品で。それもちょっと考えて、点数をふやせば

金額もふえるということは多分間違いないと思うんで、それも考慮のうちに入れておい

てください。これはお願いで、部長、ありますか。 

○委員長（垣内秋弘） 奥谷部長。 

○総務部長（奥谷 明） 以前担当させていただいた者として、ちょっと部長としての立

場から申し上げたいと思うんですが、委員ご指摘のように、産品をさらにふやしていこ

うというのは非常に重要なことであると考えてございます。先ほどの説明も申し上げま

したように、３０年度バージョンの改正に向けまして、また事業所説明会もさせていた

だきまして産品もふやしていきたいと考えてございます。 

  ただ、先ほど矢野課長が申し上げましたように、国からの一定の指導もございます。

また、本町といたしましては、もちろんふるさと納税をたくさんいただくというのは非

常に大事なことなんですが、それとあわせまして町のＰＲ、事業所さんからご出展いた

だくことによって、町の産品、産業、そういうもののＰＲ、また宇治田原町そのものの

ＰＲ等にもつなげてまいりたいと考えてございますので、できるだけふやしつつ、そう

いうＰＲにもつなげていけるようなことができるような商品の品ぞろえをしてまいりた

いと考えておるところでございます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） よろしいか。 

○委員（谷口重和） はい。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、企画財政課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  以上で、ただいま出席の所管分にかかわります第１四半期の執行状況についてを終了

いたします。 

  次に、日程第２、各課所管事項報告についてを議題といたします。 

  税住民課所管の平成３０年度固定資産税当初賦課状況につきまして説明を求めます。

長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） 平成３０年度固定資産税の当初賦課状況についてご説明

させていただきます。 

  １月１日を基準日といたしまして賦課を行いまして、４月１０日に固定資産税の納税

通知を発送させていただいたところでございます。 

  １の賦課状況でございますが、現年課税分、土地、家屋、償却、全て収入見込み額が

予算額を上回りました。 

  まず、土地につきましては、今年度評価替えの年であり、土地の下落等を考慮し予算

を計上しておりましたが、地目変更等々による土地価格の上昇等により、収入見込み額

は予算額を１４５万７４円上回りました。 

  次に、家屋でございますが、評価替えに伴ったものや昨年中の新築、増築の建物評価

額の増額見込みを行っておりましたが、新築家屋の再建築費が予算計上時―計上時は

ちょっとまだ評価ができていなかったんですけれども―より上回ったことにより、収

入見込み額は予算額を４９５万１，５６４円上回ることになりました。 

  償却でございますが、新規事業所の償却資産の申告書の提出、また既存償却資産の更

新等が多く行われため、収入見込み額は予算額を２９３万５，７００円上回ることとな

り、固定資産税全体で収入見込み額が予算額を大きく上回る結果となっております。 

  次に、２の納税義務者につきましては、項目による人数は表のとおりでございますが、

実納税義務者につきましては、平成３０年度で４，１９１人、前年度より５人増加して

おります。なお、発送総数は５，１３６件で、共有物件につきましては名義人の方全て

に送付しております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（垣内秋弘） ないようでございます。 

  続きまして、平成３０年度軽自動車税当初賦課状況について説明を求めます。長谷川

課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） それでは、平成３０年度軽自動車税の当初賦課状況につ

いてご説明いたします。 

  ４月１日を基準日として賦課を行い、４月１１日に軽自動車税の納税通知を発送いた

しました。当初賦課時点での納税義務者は３，４６４人でございます。 

  １、賦課期日現在登録台数のところですが、初めに車種名の①の原付１種から⑦軽二

輪まで、また、下から２つ、⑬の二輪小型自動車、⑭のボートトレーラーについては、

平成２８年度から全て標準税率欄の金額となっています。⑧軽三輪から⑫四輪貨物営業

用までの車両については、平成２７年３月３１日までに新規登録された車両につきまし

ては引き続き旧税率欄の金額を適用しますが、初度登録より１３年を経過した環境負荷

の大きい四輪及び三輪の車両は、地球環境を保護する観点から、新規検査から重課税率

が適用されることになりますので、具体的には、初度登録が平成１７年３月以前の車両

については重課税率の欄の金額となります。また、平成２７年４月１日以降新規登録さ

れた⑧軽三輪から⑫四輪貨物営業用の車両は標準税率が適用されることになりますが、

そのうち環境性能にすぐれた車両につきましては、初年度に限りそれぞれ軽減税率

７５％軽課、５０％軽課、２５％軽課の欄の税額が適用されることになります。 

  次に、賦課期日現在の登録台数でございますが、合計の欄をごらんください。非課税

が２４台、課税免除が１１台、旧税率の車両が２，１４２台、標準税率の車両が

１，９０４台、重課税率の車両が８１４台、軽課税率５０％軽課車両は２８台、軽課税

率２５％軽課車両は７３台でございます。 

  続きまして、賦課見込み額及び予算対比でございますが、賦課見込み台数は

４，９６１台、賦課見込み額３，０９６万９，３００円、それに徴収率を掛け減免見込

額を差し引いた収入見込み額は２，９９０万４，７６０円、当初積算時における収入見

込み額は２，９３６万５，１１５円となり、当初賦課時点の積算においては予算対比

５３万９，６４５円と、予算額はおおむね確保できる見込みとなっております。以上で

ございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、続きまして人口動態集計について説

明を求めます。長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） それでは、人口動態の集計表、横長の集計表をごらんく

ださい。 

  第４四半期、１月から３月の人口動態集計表についてご説明いたします。 

  第４四半期の人口は、前期と比較し１５人減少しており、前期は１３人増でしたので、

第４四半期の人口は減少となりました。ただし、この時期は特に人口の移動が激しく、

１年前は６７人の減少であり、それから比較すると小幅な減少となりました。自然動態

においては、出生が１８人に対し死亡者数が３２人となっており、前期との比較では、

出生が５人ふえたものの死亡者数は前期とほぼ同数であり、１４人の減となっておりま

す。３月は転入、転出が多い時期でもあり、転入が１０３人と前期よりも１１人多かっ

たものの、転出が１０４人と前期より４３人多かったことから、第４四半期の社会動態

は１名の減となりました。 

  ２ページの転入者の世代別集計を見ますと、１０歳未満、２０代、３０代の割合が多

く、第４四半期の転入者の約８割をこの世代が占めており、子育て世代の転入が多い傾

向がうかがえます。 

  ３ページの転出者の世代別集計を見ますと、２０代、３０代を中心とした若年層の転

出が多い傾向が見られ、単身の転出者のうち１５年以上居住した者の割合は約７０％に

上り、就職や進学を機に転出する傾向が見てとれます。 

  それから、４ページをごらんください。 

  人口動態の過去３カ年を掲載しておりますが、平成２９年度の人口は２６人の人口減

少となっており、過去３カ年では最も人口減少数が少ない年度となりました。出生数は、

近年では年間の出生が約５０人で推移していますが、一方で死亡者がふえてきており、

平成２９年度は１１０人の方が亡くなられ、過去３カ年で最も亡くなった方が多い年度

となりました。平成２９年度の自然動態では、死亡が出生を上回ったため５９人の減と

なりました。社会動態では、平成２９年度は転入者が転出者を３３人上回りました。転

入者の世代別異動を見ると、１０歳未満、２０代、３０代の転入が多く、これも子育て

世代の転入が多いことが見てとれます。一方で、１５年以上在住した単身者の転出が

５０％程度を占め、就労や就学、結婚などのライフイベントを契機とした転出が人口減

少の構造的要因となっていることがうかがえます。 

  引き続きまして、縦長の資料、行政区別人口でございますが、この資料の配付につき
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まして遅くなり、まことに申しわけございませんでした。 

  では、行政区別人口、年少人口が、比率のところでございますが、１１．７２％、前

年同時期１１．７８％に比べまして０．０６ポイント、１１人の減少となっております。

それから生産年齢人口、１５歳から６４歳５９．５４％、前年同時期５９．８８％に比

べまして０．３４ポイント、６０人の減少となっております。それと老年人口、高齢化

率、６５歳以上ですが、２８．７４％、前年同時期２８．３４％に比べまして０．４ポ

イント、２５人の増加となっております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 人口動態の関係なんですけれども、４ページ、非常に転入、そ

れから転出、そして出生、自然動態と社会動態がそれぞれ出ております。これで見ると、

まだ軽々に判断はできないものの、若干今まで何年か歩んできたそういう傾向からやや

とまっているというふうに見てとれるのかどうか、その辺はどういうふうに判断されて

いますか。 

○委員長（垣内秋弘） 長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） 原課としては、今年度だけちょっと減少しているという

ことなので、軽々しくいい傾向だということは言えないところかもわかりませんが、子

育て世代の転入がちょっと多かったことは、いい傾向にあることかなというふうに思っ

ております。 

  ただ、この中でも転入と転出の中で外国人の転入も多かった。３３６名のうち９４名

の方が転入、それから転出４２名という方もいらっしゃいますので、その辺も少し影響

しているかなと思っております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 松本副委員長。 

○副委員長（松本健治） 細かく見るといろいろあるのかもしれませんけれども、状況と

しては、楽観はできないものの、マイナス、マイナスというような大きい傾向で、他の

市町のようにね。ではないということから、これからもいろいろ移住・定住の問題も含

めて対応をよろしくお願いしたいと。 

  ただ、高齢化の関係から言うて、２９年度の死亡者数というのはどうしても我々の近

隣のところでもそういう傾向が出ていますので、健康問題とあわせてそういう対応もし

ていくという努力をこれからも継続してお願いしたいなと思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようですので、続いて宇治田原町税条例の専決処分について

の説明を求めます。長谷川課長。 

○税住民課長（長谷川みどり） それでは、宇治田原町税条例の一部を改正する条例の専

決処分についてご説明させていただきます。 

  これにつきましては、地方税法等の一部を改正する法律等が平成３０年３月３１日に

それぞれ公布されまして、原則として同年４月１日から施行されることに伴いまして、

改正法等に合わせて宇治田原町税条例の一部を改正する条例を同日付で改正する必要が

あり、特に緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであると

認め、地方自治法第１７９条第１項の規定によりまして平成３０年３月３１日付で専決

処分しました。 

  主な内容につきましては、平成３０年度評価替えに対して、現行の負担調整措置につ

いて引き続き３年間延長する、また、一般住宅について、新築後３年度分に限り固定資

産税を２分の１に減額する軽減措置を２年間延長する、長期優良住宅について、新築後

５年度分に限り固定資産税額を２分の１減額する減額措置を２年間延長する、耐震改修

等を行った住宅に係る固定資産税の税額を２分の１減額する減額措置について、適用期

限を２年延長する等が主な内容で、その他は所要の文言修正、規定の整備でございます。 

  なお、この専決処分の件につきましては次回の本会議で報告させていただきますこと

をご報告いたします。 

  また、４月１日施行以外の地方税法等の法律改正に伴う条例改正につきましては６月

議会に提案させていただきますが、内容の一部につきましては、生産性向上措置法に係

る本町の対応についてということで、この後、産業観光課が説明されることとなってお

ります。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、税住民課所管事項報告の質疑を終了

いたします。 

  これで、ただいま出席の所管にかかわります事項を終了いたします。 

  ここで、暫時休憩をいたします。 

休  憩   午前１０時４５分 
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再  開   午前１０時４８分 

○委員長（垣内秋弘） 休憩前に引き続き会議を始めます。 

  それでは、建設事業部所管分にかかわる事項についてを始めます。 

  先ほどと同じく、今回の定期人事異動における管理職員の紹介をお願いいたします。

副町長。 

○副町長（田中雅和） それでは、職員が入れかわりましたので、先ほどと同様、異動者

について紹介をさせていただきます。 

  まず、黒川まちづくり整備推進担当部長でございます。 

○まちづくり整備推進担当部長（黒川 剛） 黒川でございます。どうぞよろしくお願い

します。 

○副町長（田中雅和） 冨田地域振興担当課長でございます。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） 冨田でございます。引き続きよろしくお願

いします。 

○副町長（田中雅和） 谷出建設環境課課長補佐でございます。 

○建設環境課課長補佐（谷出 智） 谷出でございます。よろしくお願いいたします。 

○副町長（田中雅和） なお、建設事業部長は産業観光課と上下水道課を所管し、まちづ

くり整備推進担当部長は建設環境課とプロジェクト推進課を所管いたしますので、よろ

しくお願いいたします。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） ありがとうございました。 

  日程第３、各課所管にかかわります第１四半期の事業執行状況についてを議題といた

します。 

  まず、建設環境課所管について説明を求めます。垣内建設環境課長。 

○建設環境課長（垣内清文） おはようございます。 

  そうしましたら、建設環境課所管におきます平成３０年度第１四半期の事業執行状況

についてご説明申し上げます。 

  まず、お手元の資料をごらんください。建設環境課所管分、全部で９項目ございます。 

  まず、１番から、地籍調査事業でございます。こちらは繰り越し分とあわせまして事

業を執行してまいります。地籍調査は平成２８年度から実施しておりまして、ことしで

３期目でございます。ですので、南地域３期目、それから昨年度から実施しております

立川・岩山地域、これが２期目になります。新たに荒木を加えた荒木・立川・岩山とい

う地域を今期の１期目といたしまして、今年度、この３カ所について実施をしてまいり
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たいと考えております。繰り越しのお金と現年の予算と合わせまして事業を実施してま

いります。 

  続きまして、２番目、公共交通利用推進事業でございます。これは引き続きになりま

すけれども、利用の推進対策、促進対策それぞれに今年度も実施してまいりたいという

ふうに考えております。地域公共交通会議を６月末から７月ごろに予定しております。

なお、路線バスの補助といたしまして、湯屋谷に延伸しております京都京阪バスの土日

と祝日分の延伸になります。こちらの補助金もこの事業の中に含んでおります。 

  続きまして、町営バス運行事業でございます。別添の参考資料をごらんください。 

  町営バス、コミュニティバス利用実績でございます。平成２９年度分の利用実績をこ

こに記載させていただいております。前年度と比較しますと、２月ごろまでは若干増加

の傾向にはございましたけれども、３月になりまして利用者がかなり減っております。

これが非常に大きい原因で、北ルートなんかは減になっております。南ルートにおきま

しては、若干２８年度から比べますと増でございます。ちなみにコミュニティバスにつ

きましては、一昨年、昨年以上にかなりふえている状況でございます。 

  すみません、表のほうに戻っていただきまして、４番目、児童遊園整備事業でござい

ます。こちらも別表がございますので、ごらんください。児童遊園の箇所を示したもの

でございます。左下に南児童遊園と書いてあるのがございます。こちらが、新たに

２９年度末に完成いたしました南の公民館の横にございます児童遊園でございます。な

お、この児童遊園の設置に伴いまして、今年度、南の２カ所の児童遊園、名村東、名村

西の児童遊園の遊具の撤去を今年度事業で実施したいというふうに考えております。そ

れから、児童遊園、南の分につきましては引き続き今年度事業がございますので、７月

以降に発注してまいりたいというふうに考えております。 

  それから、５番目です。町内観光周遊バス運行事業でございます。昨年の１１月に実

証実験し、ことし３月末から運行を開始しております。今年度、１０月末までの土日祝

日の運行を予定しております。なお、今現在の運行予定としておりますダイヤなんです

けれども、６月ごろに湯屋谷のお茶の京都交流拠点が完成する予定でございますので、

それにあわせまして時刻表はまた変更していきたいというふうに考えております。今現

在、禅定寺さんを中心に見て回っていただけるような時刻設定にしておりますけれども、

これを今度は湯屋谷を中心に回っていただけるような時刻設定というふうにしてまいり

たいと考えております。 

  それから、６番目、家康伊賀越えの道整備事業でございます。こちらは産業観光課と
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共同での事業になっております。建設環境課では、予算額１００万円のうち８０万を実

施する予定でございます。内容としましては、道路の保全工事、主には草刈り、それか

ら今、徒歩で通行されるのに支障となっているところについての道路の保全工事をして

まいりたいというふうに考えております。 

  １ページめくっていただきまして、７番目でございます。新市街地連絡道路整備事業

でございます。こちらも、繰り越し事業と現年分と合わせまして事業実施を考えており

ます。南北線の道路工事、それから贄田立川線の道路工事、それと郷之口鷲峰山線の水

路工事としましては、南北線から国道３０７号に来る間にあります町道郷之口鷲峰山線

の水路の改修工事、こちらを実施したいというふうに考えております。 

  それと、８番目、町道新設改良事業でございます。こちらは例年どおり、５月ごろに

は箇所決定し、随時工事を発注してまいりたいというふうに考えております。 

  それから、９番目、道路施設長寿命化修繕事業でございます。こちらは、それぞれ

９月ごろの発注でございますけれども、舗装の修繕工事、橋梁の修繕工事、橋梁の点検

につきましては、昨年同様、京都府への一括発注を予定しております。 

  ７、８、９をあわせまして、別添につけております予定の箇所図がございますので、

こちらをごらんください。Ａ４横長でございます。 

  プロジェクト推進課と一緒になっておりますけれども、こちらに場所をそれぞれ示し

ております。先ほど申しておりました南北線、贄田立川線は、新庁舎、それぞれの関係

と伴って工事の発注、それから事業を実施したいというふうに考えております。以上で

ございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、建設環境課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  次に、プロジェクト推進課所管について説明を求めます。山下プロジェクト推進課長。 

○プロジェクト推進課長（山下仁司） プロジェクト推進課でございます。よろしくお願

いいたします。 

  事業執行状況、私ども１から４の４事業でございます。 

  まず、１番目、宇治田原山手線整備事業、緑苑坂以北分に係る工事でございます。こ

ちらは、現年度予算額が１億６，９０１万２，０００円で繰り越し金額が８，２０６万
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円というようなことで、こちらを合算いたしまして工事を発注し、現在進めているとこ

ろでございます。こちらの事業につきましては平成２９年から３１年度の債務負担行為

で現在進めているところでございまして、ことしが２年目の協定という形になるもので

ございます。 

  続きまして、２番目、新庁舎建設事業についてでございます。予算額としましては

４億３２７万５，０００円でございます。 

  まず、１行目、実施設計業務についてでございますけれども、こちらにつきましては、

内藤建築事務所を委託先といたしまして引き続き業務を進めているところでございます。

現在、数量計算等の作業を進めていっておるところでございまして、その後におきまし

て、下段にございます設計支援業務、こちらは京都サポートセンターの支援を受けてい

るところなんですけれども、サポートセンターの支援を受けまして精査を行いまして、

今後、都市計画法に基づきます開発申請、また建築基準法に基づきます建築確認申請業

務を進めて、平成３０年８月完了を予定しているところでございます。 

  次に、２段目、先ほど申しました京都サポートセンターにお願いしてございます設計

支援業務でございますけれども、実施設計で確定いたしました数量をもとに、公共単価

での積算をはじめといたしまして、その後の業務のサポートを依頼しているところでご

ざいます。こちらの完了予定としましては平成３０年１２月を考えているところでござ

います。 

  続きまして、３段目、用地測量についてでございます。こちらは、新市街地内、シビ

ック交流拠点内の山手線の詳細設計が完了いたしましてので、これを受けまして、山手

線の道路と、整備いたします新庁舎の敷地、あわせまして都市公園の敷地の境界を確定

していこうというようなことで、測量を行いましてそれぞれの事業用地を決めていく作

業を現在進めているところでございます。こちらの完了としましては４月末を予定して

いるところでございます。その後、用地面積等が確定いたしますと、用地交渉、買収へ

と進めてまいりたいというふうに考えているところでございます。次期以降の予定でご

ざいますけれども、今般当初予算を通していただきました造成工事に着手してまいりた

いというふうに考えておるところでございます。 

  引き続き、一番下の段になるんですけれども、都市計画法の開発許可協議でありまし

たり土地収用法に基づく事業認定協議、そして林地開発行為の協議を引き続き進めてい

るというようなところでございます。 

  続きまして、３番目、宇治田原山手線整備促進住民会議助成金でございます。こちら
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は、予算額として６０万円、昨年と同額でございますけれども、交付申請を４月１２日

に受けてございますので、月末に支払いが可能となるように現在進めているところでご

ざいます。住民会議さんとは引き続き連携を図りつつ、啓発活動、情報共有をしていき

たいというふうに考えておるところでございます。 

  続きまして、４番目、新市街地都市公園整備事業についてでございます。予算額につ

きましては２億６，６３４万３，０００円で、都市公園の都市計画決定をこの３月

３０日にいたしてございます。これを受けまして、都市計画法に基づきます事業認可協

議申請を現在進めているところでございます。こちらは許認可権をお持ちの京都府に対

しての協議になるんですけれども、事業認可をいただくことになりましたら、引き続き

用地交渉・買収へと進めていきたいというふうに考えているところでございます。次期

以降としましては、都市公園の調整池の整備でありましたり都市公園の基本・実施設計

を進めていきたいと考えているところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） 新庁舎建設事業、まだ用地が取得できていないということで、これ

は宇治田原町の住民も相当不安がっていると思います。できるだけ早い時期に公正・公

平に、また記録もちゃんと残して用地取得をしてほしいと思います。 

  この取得に関して、下の４番の公園整備事業、これの用地交渉は６月から、上段の新

庁舎建設事業の用地交渉・買収は５月から、これは一括して買収に当たれないのか、そ

れをお聞きしたいと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 山下課長。 

○プロジェクト推進課長（山下仁司） ご質問の一括という意味を取り違えていたら申し

わけないんですけれども、それぞれ都市公園と新庁舎の土地所有者さんが異なりますの

で、このあたり、それとあわせまして、新庁舎事業と都市公園整備事業につきましては

法律関係も違います。それぞれ許認可権等があることもございますので、それぞれを整

理しつつ、今ご指摘いただきました用地取得につきましては速やかに進めていきたいと

いうような思いでございますので、ご理解を賜りたいというふうに思います。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） よくわかりました。さすれば、２番の庁舎の建設予定地、５月から

ということで、できるだけ早い時期に適正な価格で取得してもらえるように、これはお

願いしておきます。以上です。 
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○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、プロジェクト推進課所管の質疑を終

了いたします。 

  次に、産業観光課所管について説明を求めます。木原産業観光課長。 

○産業観光課長（木原浩一） それでは、平成３０年度第１四半期の産業観光課の事業執

行状況をご説明させていただきます。 

  まず、１番、町内企業就業推進事業でございます。これにつきましては関係機関協議

ということで、ハローワーク、ジョブパーク、大学、商工会等と協議しながら連携をと

り、第２四半期から第４四半期に事業を実施予定でございます。 

  次に、２番目の農業振興地域整備計画策定事業でございます。これにつきましては、

農振の見直しということで、優良な農地を残し、そこで町の農業振興の計画を立てると

いうことで、第２四半期に発注を予定しております。 

  次に、３番目の大福茶園再造成事業でございます。これにつきましては、第２四半期

京都府営事業で２期工事着手予定ということで、年度末に町負担金の支払いを予定して

おります。 

  次に、４番目の森林整備地域活動支援事業でございます。これにつきましては、山の

境界の明確化ということで第２四半期に発注を予定しております。事業主体といたしま

しては森林組合でございます。 

  次に、５番目の木の駅プロジェクト調査研究事業でございます。これにつきまして、

先進事例調査研究ということで第２四半期、先進地事例の視察を行いたいと思います。

それと、実行組織設立に向けた調査研究ということで、これも過去に３回、現場も見な

がら、（仮称）木の駅プロジェクトということで参集した方々により、話し合いを進め

ていきたいと考えております。 

  次に、６番目の有害鳥獣対策事業でございます。有害鳥獣被害の調査業務ということ

で、これは４月中旬に契約をしてまいりたいと考えております。 

  次に、有害鳥獣の捕獲事業ということで、４月の上旬に契約をいたしました。これは

猟友会でございます。猟友会は、今現在のところ４月から週２日、火、木と有害捕獲に

出ていただいております。 

  次に、町単費等の電柵等、柵の随時申請ということで、これは通年受け付けておりま

す。それと、第２四半期にモンキードッグの実施地の視察ということで、近隣の府県で
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やっておられるところの現場を視察し、その内容を研修したいと考えております。 

  次に、７番目の宇治田原創業支援事業でございます。これにつきましては、要綱の策

定を４月下旬、それとホームページの掲載を５月中旬、広報紙の掲載を６月上旬に行い

たいと思います。これにつきましては、随時申請の相談の受け付けはさせていただいて

おります。 

  次に、お茶の京都観光まちづくり推進事業でございます。これにつきましては、おも

てなし推進事業補助金、随時申請を受け付けております。これにつきましては、５月上

旬の広報紙におもてなし補助金の掲載をさせていただきたいと思います。 

  次に、観光まちづくり会議ということで、部会リーダー会議を５月中旬、観光まちづ

くり会議を６月上旬に開催させていただきたいと思います。それと、観光情報発信につ

きましては、通年事業といたしまして年間を通じて発信をさせていただいております。 

  次に、お茶の京都交流拠点整備推進事業でございます。これにつきましては、第２四

半期発注予定ということで、展望台でございます。 

  追加資料としてお配りさせていただきましたイメージ図をごらんいただきたいと思い

ます。 

  これにつきましては、今現在桜の木を３０本、もみじを２２本、総計５２本の植栽を

していただきました。これは記念植樹ということで、ライオンズクラブに４月９日に植

樹をしていただきました。今後、今の状態のイメージでございますので、ごらんいただ

いておきたいと思います。それと、ここの展望台の駐車場、５月３日から一般の方に利

用していただけるように考えておりますので、駐車場の扉をあけたいと考えております。

これにつきましては、町のホームページ等で広報していきたいと考えております。 

  次に、１０番目のお茶の京都交流拠点運営支援事業でございます。これにつきまして

は、内容はこの後、冨田地域振興担当課長から説明をさせていただきます。 

  次に、１１番目に移らせていただきます。先ほど建設環境課でお話もありましたよう

に、家康の伊賀越えの道の整備事業ということで、産業観光課では看板の設置を考えて

おります。道路の整備とあわせまして、第２四半期の発注を予定しているところでござ

います。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田課長。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） 続きまして、１０番目のお茶の京都交流拠

点運営支援事業でございますけれども、こちらにつきましては、３月議会におきまして

町の施設設置管理条例を議決いただきまして、それに向けて運営者と準備を進めている
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ところでございます。運営予定者につきましては、地域の方々を中心に団体をつくって

いただきまして昨年度来協議を重ねまして、３月に組織を固めてまいったところでござ

います。それからほぼ週に１回のペースで協議を進めさせていただいておりまして、指

定管理の申請に向けて内容の詳細化を詰めている段階でございます。 

  予定としましては、６月の議会で上程をさせていただきまして、指定管理者の指定の

議決をいただきたいというふうな目標を持って進めさせていただいておりますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

  それに先立ちまして、指定管理に向けて準備を進める中で、町内の方にまだまだ浸透

もしていないと思います。ですので、５月１３日に、まずは施設の工事が完了しました

ので中をごらんいただきまして、どのような施設か、どんな設備が備わっているかとい

うのをごらんいただいて、貸しスペースなども企画しておりますので、そういったとこ

ろのニーズの中で、アンケート等をとる中で把握してまいりたいというふうに思ってお

ります。 

  議決を６月にいただく前提でスケジュールを書かせていただいていることはご了承い

ただきたいと思いますけれども、６月下旬に指定管理が開始しましたら、速やかに供用

できるように準備を進めてまいりたいというふうに考えております。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） この間、いろいろ組織の立ち上げ等頑張っていただきまして、週

１のペースで４回ほどそういう組織の内容、それから運営方法等詰めていっているとこ

ろでございます。 

  施設の中で物販コーナーとか情報コーナーとかあると思うんですが、その辺の形とい

うのか、どういうようなＰＲなり配置を考えておられるのか、ちょっとそのあたりを聞

かせいただきたいなと思います。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田課長。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） 現在協議を進めていく中で、機能としまし

ては、観光案内等情報を発信していく機能の部分と、それからここならではの体験を来

訪者にしていただくという体験の部分、飲食・物販の部分、装飾もしくはディスプレー

の部分という形で、局内をそれぞれ地域の方からアイデアを出し合って、そういうグル

ープに分かれて、今ようやくグループ分けといいますか、これを進めていくという担当

をしっかり決めて、それぞれで検討を進めていくというようなところに４月以降進んで
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きているところでございます。それに加えまして、奥のほうに和室と多目的室がござい

ますけれども、そちらの貸し出しの方法ですとか、それから以前にもご指摘をいただい

ております利用料金の件につきまして、今まさにそこを細かく詰めさせていただいてい

るようなところでございます。以上で説明になりましたでしょうか。失礼いたします。 

○委員長（垣内秋弘） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） ありがとうございました。まさに今その最中でございますので、鋭

意頑張って精力的にやっていただきたいなと思っております。 

  それと、１点ですけれども、情報コーナーとかで先ほど出ていました企画財政の「ハ

ートのまち」ＰＲ事業、そこでハートのものを考えてつくれというか、そこで補助金、

助成金を出すというようなことがありましたんで、そういうところでできた成果品を情

報コーナーであったり物販コーナーであったり、そういうものを利用してＰＲ事業を進

めていってはどうかなと。つくるほうもやっぱり販売できる先があればいいかなと思う

んですが、その辺のコラボレーションというんですか、打ち合わせ等どのように考えて

おられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田課長。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） 物販の部分につきましては、いろんなアイ

デアをいただきながら企画を進めていきたいというふうに思っておりますので、今ご指

摘のありましたハートの補助金を使った商品開発ですとか、それからそれ以外にもふる

さと納税のパンフレットですとか、しっかりしたものがございますし、そういったとこ

ろで町の情報発信機能ができるという大きなメリットかと思っております。湯屋谷の地

域のものだけでなく、さまざまな情報発信も企画してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○委員長（垣内秋弘） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） よくわかりました。そういうこともしっかりできるように、宇治田

原町のＰＲをしっかり図れる施設としていただきますように、指定管理者となられる組

織といろいろしっかり協調しながらやっていただきたいと思います。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。谷口委員。 

○委員（谷口重和） ちょっとだけ聞きたいと思います。 

  １１番の伊賀越えの道、これは、ちなみに伊賀越えの道の地図はあるんですか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 宇治田原歴史の道というパンフレットの中に入ってござい
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ます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） できたら、後で１部ください。 

  次、１０番のお茶の京都交流拠点、６４１万の予算の内容をもう一度教えてもらえま

すか。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田課長。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） この中身でございますけれども、光熱水費、

通信運搬費といった維持費の部分、それから、まだ備品が入ってない部分がございます

ので、備品の購入費も入ってございます。それから管理人報酬ということで、こちらも

最低限の金額になりますけれども入ってございます。それから修繕費ですとか警備費、

セコムですとか、そういったことを含めての金額になっております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。ということは、指定管理費という項目だけでは幾ら

ぐらいになりますか。 

○委員長（垣内秋弘） 冨田課長。 

○産業観光課地域振興担当課長（冨田幸彦） ６４１万の指定管理料をお渡しして、備品

と申しましたけれども、それにつきましても指定管理者で調達するというふうなことが

可能ですので、そういったやり方をします。 

  ただ、指定管理に出しますのが、予定ですと６月になります。それまでに調達しなけ

ればならないものとかもございますので、事前に必要なものは直接調達をすることも考

えております。そういった場合は、６４０万から少し支出の仕方をもう一度考えないと

いけないというふうに考えております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） 最初からつまずいてきょうまで来て、まだ指定管理するまでに備品

が来たら先にこっちで支払いするとか、やっぱりきちっと最初からけじめをつけてやら

んと、次から次にこんなことをしてたらまた次年度にも引きずっていくようなことにな

るんで、そこもはっきりしておいてもらいたい。この点お願いしておきます。もう答弁

要りません。 

○委員長（垣内秋弘） ほかに質疑のある方。谷口委員。 

○委員（谷口重和） ６番の有害鳥獣、これ今、猟友会で補助は幾ら出ていますか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 



２８ 

○産業観光課長（木原浩一） 猟友会に有害駆除の委託として１５０万７，０００円を出

させていただいております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） わかりました。 

  モンキードッグをやっている町村があると。視察に行かれるわけですけれども、これ

はどの地域でやっておられますか。 

○委員長（垣内秋弘） 木原課長。 

○産業観光課長（木原浩一） 今現在、インターネット等で調べているんですが、三重県、

また京都府でもちょっと山の深いところ、与謝野のほうでやっておられたんですが、今

実績がないという。それで、兵庫県の丹波篠山とか、その辺に近隣でしたらあるという

ことは聞いております。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） それはものすごくいいことやと思うんですけれども、モンキードッ

グというのは普通の犬では間に合わない、やはり調教もして、その後の管理もしやんな

らん。飼っていくにも相当、鵜飼の鵜と一緒ですね、宇治の。 

  そこら辺から考えて費用対効果が出るものか、それもやっぱりこれから研究の中に入

れておいてもらいたい、これはお願いしておきます。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、産業観光課所管の質疑を終了いたし

ます。 

  次に、上下水道課所管について説明を求めます。青山上下水道課長。 

○上下水道課長（青山公紀） それでは、上下水道課所管の第１四半期執行状況というこ

とでご説明させていただきます。当課につきましては一応５点上げさせていただいてお

ります。 

  まず、１番目に公共下水道（管渠）整備事業ということで、３億２０１万円というこ

とで予算を上げさせていただいております。これにつきましては、第１四半期では管渠

の基本設計を発注したいと考えておるところでございます。次期以降につきましては、

この前同様、面整備ということで、岩４－６地区面整備工事ほか２工区ということで、

第２四半期以降、それと新市街地（南北線）の関係ということで予定をしておるところ

でございます。それとあと、管渠詳細設計を、５月に発注します基本設計ができました
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後に詳細の設計の業務委託をやりたいと考えておるところでございます。 

  続きまして、２番目の下水道事業企業会計移行事業ということで、これにつきまして

は予算額１，１１８万２，０００円ということでございます。これにつきましては、平

成２８年度からの債務負担行為ということで、今年度分、上段の下水道企業会計移行支

援業務ということで、１，１１８万２，０００円のうちの９２９万２，０００円をこち

らの予算に充てさせていただいております。これにつきましては、２８年度から資料収

集、そして資産評価ということでやってまいりまして、今年度につきましては、そので

きたデータを入力するというようなこと、それと条例改正というようなことを予定して

おるところでございます。そのデータを入力するがために、下側ですけれども、５月中

旬ぐらいに公営企業会計システム導入ということで予定をしておるところでございます。 

  続きまして、３番目の禅定寺加圧ポンプ場移転新設事業につきましては、公共下水道

の面整備工事に伴いまして、そこに委託をするというような形で排水管の入れかえをし

ていきたいということでございます。これにつきましては第２四半期以降を予定してお

るところでございます。 

  続きまして、４番目の配水管布設替等事業ということで、これにつきましては予算額

２，５００万ということでございます。これにつきましては、新市街地（南北線等）と

いうことで水道の面整備工事、そちらを予定しておるところでございます。これは、南

北線と、予定されています贄田立川線に一部を入れたいと思っておるところございます。 

  それと、５番目、続きまして第５次拡張事業計画変更認可図書作成業務ということで

ございます。これにつきましては予算額９１８万円ということで、２９年１１月に契約

させていただきまして繰り越しさせていただいておりまして、水道の認可業務の変更と

いうことで、主に奥山田と（仮称）宇治田原インターに係る給水区域ということで、拡

大するということで、その中身の届け出の変更業務をやっていただいておるところでご

ざいます。これにつきましては、６月ぐらいに議会上程ということで、（仮称）宇治田

原インターが城陽市区域になるということで城陽市さんと協議するということで、それ

につきましては、議会の議決ということで予定させていただいておりまして、現在城陽

市さんと調整を進めておるところでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、上下水道課所管の質疑を終了いたし
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ます。 

  以上で、第１四半期の事業執行状況についてを終了いたします。 

  次に、日程第４、各課所管事項報告につきましてを議題といたします。 

  産業観光課所管の生産性向上特別措置法案に係る本町の対応についての説明を求めま

す。木原産業観光課長。 

○産業観光課長（木原浩一） それでは、産業観光課の所管事項の説明をさせていただき

ます。 

  生産性向上特別措置法案に係る本町の対応についてということでございます。趣旨と

いたしましては、平成２９年１２月８日の閣議決定において、新しい経済政策パッケー

ジとして今後３年間を集中投資期間と位置づけ、生産性向上のため設備投資を後押しす

るため、平成３０年７月ごろに生産性向上特別措置法が施行される予定です。この法律

では、先端設備の導入促進に係る国の導入促進指針の作成、市町村の導入促進基本計画

の作成、同計画に基づく中小企業者による先端設備の導入計画の作成について規定され

ており、中小企業者の生産性向上に資する設備投資の促進を図ることとされています。

あわせて、ものづくり・商業・サービス補助金等の予算措置を拡充・重点支援される予

定でございます。 

  この法案のスキームといたしまして、先端設備等の導入の促進目標、先端設備等の種

類、先端設備等の導入促進の内容に関する事項、計画期間等、最大３年間です。を記載

し、市町村が策定し、国の同意が必要ということになります。先端設備等の種類及び導

入時期、先端設備等の導入内容等を記載、中小企業者が商工会などの経営革新等支援機

関による事前確認を経て作成したものを市町村が認定するということになります。 

  認定を受けた計画に基づく設備投資についてということでございます。中小企業者等

の先端設備等導入計画に記載された設備について、固定資産税の課税標準額を最大３年

間、ゼロから２分の１の範囲において軽減することができます。特例を受けた固定資産

税に対し、７５％の交付税の補塡措置があります。次に、中小企業者の先端設備等の導

入計画に記載された設備について、国のものづくりサービス補助金の一部が３分の２と

なります。原則は２分の１ということでございます。 

  これに関しまして、本町の軽減方針といたしまして、固定資産税の特例率をゼロとす

る自治体では、対象となる事業者が国の補助金について優先採択を受けられることがで

きることから、中小企業者の設備投資に係る固定資産税の特例率をゼロとしたいと考え

ております。 
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  次に、この法案に関しての今後の当方のスケジュールといたしましては、事業者によ

る国の各補助金の申請期間、１次公募ということで、３０年２月中旬から５月中旬まで

されます。そして、本町の条例改正案提案ということで、第２回定例会６月議会に提案

させていただきたいと思います。生産性向上特別措置法施行及び国の導入促進指針策定

ということで、これが３０年７月ごろ、市町村の導入促進基本計画策定ということで、

これも７月に策定したいと考えております。中小企業者の先端設備等導入計画の申請が

３０年７月ごろからされるということでございます。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。質疑のある方は挙手願います。谷口委員。 

○委員（谷口重和） これ、ちょっと難しいかもわかりませんけれども、先端設備の補助、

これはすばらしいことだと思います。先端設備、どこまでが先端であって、これでは先

端技術設備には入りませんという、そのラインというものはあるんですか。定められる

んですか。その点ちょっとお聞きしたいと思います。わからなければ結構です。 

○委員長（垣内秋弘） 野田部長。 

○建設事業部長（野田泰生） ただいまのご質問でございますけれども、具体的にこの機

械がということは、ちょっとここの場では例示をもちろんできないわけでございます。

町といたしましても把握し切れない部分がございまして、基本的には第三者の機関にそ

の性能があるかという評価、認定をいただく上で町には申請が上がってくることになり

ますので、私らとすれば、第三者の認定機関が認証する旨については認めていく方向で

ございます。そのようなことと考えております。 

  主には、恐らく機械等を新規導入されるときにつきましては、概念的には生産性を

１年間当たり３％向上するような機械が条件となっておりまして、その条件を満たして

いるかどうかを第三者機関が認定いただくということと聞いております。 

  また、旧モデルからの更新といった場合には１％以上の能力アップとか、そのような

条件がありますけれども、具体的には町のほうではなかなか審査できない部分でござい

ますので、第三者によった上で町に出てくるということで制度はなっていると聞いてお

ります。以上でございます。 

○委員長（垣内秋弘） 谷口委員。 

○委員（谷口重和） 大体、企業として、設備の場合には機械導入の前に見積もりもとっ

て、補助の場合は先に申請するものですけれども、仮に、これはすばらしいものや、今

しか買えないのでぱっと買ってしまってから申請する場合、それはだめですと言われた



３２ 

ら大変なことになるんで、それをちょっと聞いただけで、ある程度の決まり事ができた

ら、またそれはその時点で教えてください。以上です。 

○委員長（垣内秋弘） ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ないようでございますので、産業観光課所管事項報告の質疑を終

了いたします。 

  これで、日程第４、各課所管事項報告を終了いたします。 

  次に、日程第５、その他を議題といたします。 

  委員から何かございましたら挙手願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 当局側。 

（「ございません」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） 事務局。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（垣内秋弘） ほかにないようでございますので、日程第５、その他について終

了いたします。 

  本日は、平成３０年度第１四半期の執行状況報告並びに所管事項報告を受けたところ

でございます。新年度も、はや半月が過ぎました。各課におかれましては早期の事業着

手、執行に努めていただきますよう、強く求めておきます。 

  なお、委員会は定期的に開催することを基本とし、閉会中においても委員会を開催し

ていくこととしておりますことから、委員各位、また町当局におかれましてもよろしく

お願い申し上げます。 

  以上で、本日の総務建設常任委員会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さんでございました。 

閉  会   午前１１時３６分 
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